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先
の
衆
院
選

で
、
自
民
党
は
３

１
６
議
席
を
獲
得

し
、
国
民
の
圧
倒

的
な
支
持
を
得

た
。
比
例
代
表
の

候
補
者
が
不
足
し

な
け
れ
ば
３
３
０
議
席
獲
得
だ

っ
た
。
私
は
〝
オ
ー
ル
ド
メ
デ

ィ
ア
〟
と
も
称
さ
れ
る
従
来
型

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
普
段
あ
ま
り

目
に
し
な
い
が
、
中
道
改
革
連

合
が
善
戦
し
て
い
る
よ
う
な
報

道
が
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
人

が
支
持
し
て
い
る
も
の
に
よ
り

多
く
の
支
持
が
集
ま
る
「
バ
ン

ド
ワ
ゴ
ン
効
果
」
を
狙
っ
た
の

か
、
本
当
に
状
況
を
把
握
で
き

な
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
両
方

な
の
か
。
言
及
す
る
こ
と
は
割

愛
す
る
▼
高
市
首
相
は
、
国
民

に
増
税
を
課
し
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
政
権
か
ら
大
幅
に
転
換
し

た
。
就
任
か
ら
２
カ
月
経
た
な

い
う
ち
に
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫

定
税
率
廃
止
、
所
得
税
の
非
課

税
ラ
イ
ン
の
引
き
上
げ
、
自
動

車
重
量
税
の
軽
減
措
置
―
等
を

決
定
し
た
。
選
挙
前
、
議
席
は

過
半
数
に
届
か
ず
、
野
党
に
衆

議
院
予
算
委
員
長
も
握
ら
れ
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
「
次
年

度
の
予
算
が
通
る
前
に
解
散
総

選
挙
」
と
批
判
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
昨
年
末
、
片
山
財
務
大
臣
は

内
閣
官
房
の
Ｈ
Ｐ
で
租
税
特
別

措
置
・
補
助
金
の
適
正
化
に
向

け
た
意
見
公
募
を
開
始
す
る
と

明
ら
か
に
し
た
。
強
い
意
志
を

も
っ
て
、
国
民
の
た
め
に
な
る

予
算
を
組
む
た
め
に
急
い
だ
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
が
終
わ
っ
て
も
７
割
が
赤

字
の
病
院
に
対
し
て
、
大
き
な

救
済
策
が
示
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
▼
し
か
し
診
療
所
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
診
療
所
、特
に
歯
科

の
経
営
は
苦
し
い
が
、
世
論
は

つ
い
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。（
Ｒ
）

田中麻衣子
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厚労省「薬の保険給付見直し」解説資料 解
熱
鎮
痛
薬
・
去
痰
薬
の
窓
口
負
担
１
・
６
倍
に

保
険
証
等
に
よ
る
受
診

２６
年
７
月
末
ま
で
延
長
へ

記
号
番
号
に
よ
る
照
会
方
法
協
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

に
掲
載

　

従
来
の
健
康
保
険
証
は
２４
年

１２
月
１
日
以
降
、
新
規
発
行
が

停
止
。
す
で
に
発
行
さ
れ
て
い

た
保
険
証
は
、
有
効
期
限
内
の

最
長
で
２５
年
１２
月
１
日
ま
で
使

用
で
き
る
運
用
と
し
た
。
し
か

し
健
康
保
険
証
の
失
効
を
把
握

し
な
い
患
者
や
、
マ
イ
ナ
保
険

証
と
併
用
確
認
が
本
来
の
〝
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
〟
の
み
で

受
診
す
る
患
者
が
一
定
い
る
た

め
、
厚
労
省
は
当
該
患
者
の
受

診
に
つ
い
て
〝
記
載
さ
れ
た
被

保
険
者
番
号
等
に
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に

照
会
す
る
な
ど
し
た
上
で
、
３

割
等
の
一
定
の
負
担
割
合
を
求

め
て
レ
セ
プ
ト
請
求
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
〟
と
の
暫
定
的
な

措
置
を
昨
年
ま
で
に
示
し
て
き

た
。

　

当
該
対
応
は
２６
年
３
月
末
ま

で
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

が
今
回
７
月
末
ま
で
に
延
長
さ

れ
た
。

　

暫
定
措
置
に
あ
る
「
オ
ン
資

シ
ス
テ
ム
に
照
会
す
る
な
ど
」

の
方
法
は
、
大
ま
か
に
次
の
２

パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
オ
ン
資
シ
ス
テ
ム
に

連
動
さ
せ
た
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
機
能
に
よ
り
、
患

者
の
保
険
資
格
を
確
認
す
る
方

法
。
患
者
の
登
録
情
報
か
ら
有

効
・
無
効
を
問
合
せ
で
き
る
も

の
が
あ
る
よ
う
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
導
入
を
担
当
し
た
レ
セ

コ
ン
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
に
確
認
さ

れ
た
い
。

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
２５
日
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
従
来
の
健
康
保
険
証
な

ど
で
も
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
暫
定
措
置
の
期
限
を
、
従
来
の
２
０
２
６

年
３
月
末
か
ら
同
年
７
月
末
ま
で
延
長
す
る
―
と
の
事
務
連
絡
を
発
出
し
た
。

事
務
連
絡
の
タ
イ
ト
ル
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
円
滑
な
利
用
に
向
け
た
対
応

に
つ
い
て
（
周
知
）」。

給
付
と
負
担
は
表
裏
一
体

給
付
と
負
担
は
表
裏
一
体

日
医
総
研
・
森
井
氏
が
講
演

「
医
療
の
社
会
化
」
を
各
国
比
較

「
医
療
の
社
会
化
」
を
各
国
比
較

　

政
策
部
は
３
月
２
日
、「
知

ろ
う
、
と
も
に
考
え
よ
う
、

S
ocial C

hoice
と

し

て

の

医

療
」
を
テ
ー
マ
に
医
療
問
題
研

究
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
開
催
。
講
師
に
日
医
総

研
主
席
研
究
員
の
森
井
大
一
氏

を
迎
え
、
４６
名
が
参
加
し
た
。

　

氏
は
、
医
療
・
社
会
保
障
の
議

論
が
熟
さ
な
い
の
は
、
個
人
の

選
択
で
は
な
く
、
社
会
の
選
択

と
し
て
何
を
選
ん
で
い
る
か
、

大
き
な
枠
組
み
が
提
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
主
因
だ
と
説

明
。「
医
療
の
社
会
化
」
を
選
択

し
た
、
米
国
以
外
の
２０
世
紀
の

先
進
国
で
の
「
手
段
」
（
医
療

機
関
）
と「
財
源
」
に
関
し
シ
ン

プ
ル
な
資
料
で
詳
し
く
展
開
し

た
。
①
病
院
だ
け
社
会
化
し
⑴

税
方
式
の
英
、
⑵
保
険
料
（
社

会
保
険
）
の
仏
・
独
、
②
全
て
社

会
化
し
た
ソ
連
・
東
欧
、③
「
手

段
」
を
社
会
化
し
な
い
保
険
料

の
日
本
―
と
、
諸
外
国
比
較
で

選
択
の
分
岐
を
明
確
化
。
奥
深

い
縦
横
無
尽
な
内
容
と
な
っ
た
。

医
療
の
社
会
化
と
は

　

最
重
要
の
問
い
は
「
医
療
を

社
会
化
す
る
」
（
財
源
を
何
ら

か
の
方
法
で
政
府
が
担
う
）
か

否
か
で
あ
る
と
し
、
先
進
国
で

社
会
化
し
な
か
っ
た
の
は
米
国

の
み
と
指
摘
。
基
本
構
造
と
し

て
、
国
民
が
公
租
公
課
（
税
と

保
険
料
）
の
負
担
で
財
源
を
作

る
こ
と
が
社
会
化
す
る
本
質
で

あ
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
日
本

　

も
う
一
つ
は
、
顔
認
証
付
き

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
接
続
し
た

資
格
確
認
用
端
末
（
Ｐ
Ｃ
）
を

用
い
る
方
法
で
、
画
面
の
表
示

メ
ニ
ュ
ー
《
保
険
証
／
処
方
箋

で
確
認
》
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
保

険
証
に
記
載
の
記
号
番
号
を
入

力
す
る
。
こ
の
操
作
に
関
す
る

解
説
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
い
い
医
療
ド
ッ

ト
コ
ム
）
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
、ぜ
ひ
ご
確
認
さ
れ
た
い（
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
。

　

い
ま
国
会
審
議
中
の
健
保
法
等
改
定

案
が
可
決
さ
れ
る
と
、
来
年
３
月
か
ら

一
部
の
薬
剤
で
患
者
自
己
負
担
額
が
５

割
負
担
（
一
部
保
険
外
療
養
）
と
な
る
。

左
図
の
と
お
り
、
厚
労
省
は
「
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
の
資
料
」
を

Ｈ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
に
公
開
し
て
い
る
。　

資
料
に
は
、

▽
鼻
炎
や
風
邪
症
状
な
ど
〝
日
常
的
な

医
療
〟
に
用
い
る
薬
に
〝
特
別
〟
の
料

金
が
か
か
る
こ
と
、▽〝
保
険
を
使
う
医

師
の
処
方
〟
と
〝
保
険
外

で
患
者
が
買
う
市
販
薬
〟

を
公
平
性
と
い
う
観
点
で

測
り
、
患
者
負
担
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
―
が
示
さ
れ

た
。

　

窓
口
３
割
負
担
の
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
、
▽
解
熱
鎮

痛
薬
や
去
痰
薬
１
・
６
倍

（
４５
円
→
７２
円
）、
▽
便
秘

薬
１
・
５８
倍
（
３
６
０
円
→

５
７
０
円
）―
と
さ
れ
た
。

　

な
お
、
厚
労
省
は
昨
年

１１
月
の
医
療
保
険
部
会

で
、
医
療
用
医
薬
品
と
代

替
性
の
あ
る
市
販
薬
は
極

め
て
少
な
い
旨
の
資
料
を

提
示
し
て
い
る
。

は
民
間
の
医
療
者
）
が
国
民
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
対
価
の

請
求
は
、
国
民
で
は
な
く
財
源

へ
向
か
う
と
解
説
。

　

「
手
段
」
に
つ
い
て
、
日
本

は
社
会
化
せ
ず
民
間
事
業
者
が

担
っ
て
お
り
、
そ
の
選
択
に
は

明
治
７
年
の
医
制
発
布
で
自
由

開
業
制
が
敷
か
れ
た
背
景
が
あ

る
と
し
た
。

　

民
間
事
業
者
に
と
っ
て
「
税

財
源
」
は
、
予
算
審
議
で
金
額

等
が
政
治
情
勢
や
〝
大
砲
か
バ

タ
ー
か
〟の
議
論
に
左
右
さ
れ
、

安
定
的
な
事
業
計
画
や
人
材
育

成
等
は
困
難
と
し
た
。
ま
た
日

本
は
、
使
途
限
定
の
保
険
料
方

式
を
い
か
に
維
持
す
る
か
が
重

要
と
し
た
。
仏
で
は
社
会
保
険

料
を
下
げ
た
分
を
租
税
代
替
化

し
た
こ
と
で
事
業
者
が
税
財
源

を
信
用
し
な
く
な
り（
２
面
へ
）

“OTC類似薬の追加負担に反対“OTC類似薬の追加負担に反対””3.19宣伝行動3.19宣伝行動

負担増に関心持つ市民も負担増に関心持つ市民も

　3月19日、協会はイセ

ザキモールにて宣伝行

動を行った。県内の社

保協加盟団体より4団

体・11名、協会からは

藤田理事・片岡評議員

が参加した。前回に引

き続き「OTC類似薬の

追加負担に反対する」

署名の普及に取り組み、署名を16筆、署名用紙を折り込ん

だポケットティッシュを500個配布した。

　当日の人通りはややまばらではあったが、街頭スピーチ

を耳にした市民が署名台に集まった。依然として市民から

の認知度は低いものの、「薬の負担が増える」という言葉に

関心を持つ様子も多く見られた。

署名台に集まる市民

講師の森井氏

参考資料：https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001671139.pdf


